
- 1 -

 

 令和５年３月１６日会議概要  

 

第１　日時　 

　　　令和５年３月16日（木）午前９時15分から午前11時00分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　森田委員長、増田委員、在田委員、池坊委員、森委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、　　

　　　警備部長、京都市警察部長、警察学校長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　委員報告 

　　　３月13日、京都府警察サイバーセンター発足式に出席した旨、報告があった。 

 

　２　議題 

(1) 術科訓練におけるマスク着用の考え方について　　　　　　　　　　　《警務部》 

警務部長から、コロナ禍における術科訓練について説明の上、令和５年３月13日以降の

術科訓練については、単独動作等、一定の状況下においてはマスクを着用しなくても差し

支えないこととする旨、報告があった。あわせて、前回報告以降の京都府警察職員の新型

コロナウイルス感染状況について報告があった。 

委員から、「自分が感染しない、人に感染させない、体調不良の時は無理せず休むことを

基本と考えて対応してほしい。」旨、発言があった。 

 

(2) 部外講師によるサイバーセキュリティ講演の実施について　　　　　　 《生安部》 

　　生活安全部長から、府警全体のサイバー犯罪対処能力の強化や府内で活動するサイバー

セキュリティ人材の育成を目的として、警察職員と、一般の情報モラル講師等を対象に３

 月24日、25日の２回にわたり、部外講師による講演を実施する旨、報告があった。

 

(3) 京都府警察サイバーセンター発足式の開催結果について　　　　 　　　《生安部》 

　　生活安全部長から、令和５年３月13日に開催された「サイバーセンター発足式」につい

て、公安委員長から「困難な課題にひるまず、全部門と力を合わせ府民の負託に応えてほ

しい」旨の挨拶を、本部長からは捜査力・対処能力の強化等４つの柱についての訓示の後、

サイバーセンター長による決意表明が行われたもので、今後は捜査と対策という両輪でし

 っかり取り組んでまいりたい旨、報告があった。

あわせて本部長からは、高度専門人材の育成に加え、府民の困りごとを着実に処理して

 いくために職員全体の能力向上に向けた取組を進めていく旨、説明があった。

 

(4) 宇治市における殺人被疑事件の送致について　                      　《刑事部》 

    刑事部長から、宇治警察署は、令和４年３月４日、宇治市内において、当時74歳の女性

を頸部圧迫による窒息により殺害したとして、当時75歳の男性を令和５年３月８日、殺人

 被疑事件被疑者として送致した旨、報告があった。
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(5) 「無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律」に基づく再発防止処分の決定

について                                                      　《警備部》 

警備部長から、公安審査委員会が、いわゆる団体規制法に基づく観察処分に付されてい

るAlephに対し、６箇月の土地・建物の使用禁止等を内容とする再発防止処分を決定した

 旨、報告があった。

 

(6) 本部長総括 

　　本部長から、「サイバーセンターの件では、発足式の報道により、組織を立ち上げてサイ

バー犯罪に重点をおくことを府民に前向きに受け止めていただいたが、今後は、さらに具

体的な成果を出せるようにがんばってまいりたい。」「統一地方選挙の関係で、現在立ち上

げている事前運動違反取締本部を来週月曜日に違反取締本部に格上げし、取締りを更に強

化することとしている。明日の署長会議では、公職選挙法違反での捜査の話と、適正な法

律の執行に加え、要人警護、選挙関係者の安全確保について特に強調して指示をする等、

取締りと警護警備の両面でしっかり対応していきたい。」との発言があった。 

 

  ３　個別報告 

　当面の行事予定等について　　  　　  　　 　   　 　      　       《総務部》 

　公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について　報告

があった。 

 

　４　個別決裁 

　　　公安委員会宛て苦情等申出について（受理１件）　　　　　 　    　    《総務部》 

　　　公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、受理の報告があ

り、処理方針を決定した。 

 

　５　聴聞等 

　　　運転免許関係行政処分について　　　　　　　　　　　 　　　　　   　  《交通部》 

    　交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取

の結果について説明があり、16件の行政処分を審議した。 


